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（長岡富曾亀）
作土一寸、米一石酒と朝寝は貧乏の近道
（長岡富曾亀）
［i｝
越
饗
一64一
五月鯖、嫁に食わすな
（柏崎）
（上越三郷）
　糸魚川市の諺。
のだろう。
食べ物に甘味
佐渡の付き合いだおれ鯖の生きぐされ
☆
65一
もの。
三月の木の股さけ
（佐渡両津）
一66一
意味なこと。
三条男の加茂女
　　　　（六日町）三十歳から一歳ずつ
三寸流れれば清の水三寸流れは大川だ三反田の人あと
に載せる。
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
（清里）
三人、子長者
（長岡富曾亀）
三年味噌に四年大根三べん目の定の目三宝荒神を立てる
サンマ嫁に食わすな
　　　（長岡富曾亀）
　（佐渡相川）とも。（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
一67一
在郷の大飯食い雑魚の魚まじり座頭の小便向こう見ずざる旅で水汲む
（長岡富曾亀）
☆
　を掛けたもの。
塩引余計食った　年功者をいう。
（佐渡相川）
（柏崎）（三条）
　（三条）などと同じ。
（長岡）
68
　らないこと。　将」とも類似。
　者。仕事は仕舞いが大事
　　もん＊だお者…怠け
　上下逆にもいう。　と。
（長岡）
69一
　町）とも。四十八の恥かき子下田男と栃尾女舌はわざわいの門
（長岡富曾亀）（長岡富曾亀）
（山北町）
七が盒蓋こわすよだ　器。七月照りの七乞食七が鉄砲、打ちっ放し七こに八こ七夕立あれば上作
　　　（柏崎）
こう
とも。
（上越三郷）
（村上）
　　　　（柏崎）
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）（長岡富曾亀）
一70一
（長岡）
死なば三月死なば盆前、飲まば飯前　とのこと。　葬礼の禁忌。
（山北町）
　こと。
死ぬ死ぬの長生き死ぬ者目から
ともいう。
に載せる。
（長岡）
（佐渡相川）（佐渡相川）
　四し注一分ぶ
￥四＿い分ち
の
の
利
息
を
取
う
芝
か
b
強
欲
の
た
ζ
乙
　　（山古志）（『
R古志村史』
　をいう。始末もごまつもならん
は、「しまつ」
（長岡富曾亀）の「し」を四
一71一
　う。
（山北町）（六日町）
　『倭訓栞』）。
　ったもの。主婦は家庭の太陽春風満作春風秋米　「春風満作」
（六日町）（六日町）
（上越三郷）（上越三郷）　〃
のもじりか。
　注）からという。
喩尽』）。
　こと。正得盆損　喩尽』）。庄屋の跡は茄子畑
盆に損をする。
　　　　　　☆
（長岡富曾亀）
しらみ
ともいう。
（佐渡相川）
（山北町）
白紙も信仰から白飯に豆腐汁　大ご馳走の意。
と同じ。
（六日町）
（佐渡相川）
　喩尽』）。
一73一
（長岡）
　意。神先仏後　祭る順序か。死んだ子は利口　あること。
（佐渡相川）（佐渡両津）
死んだんの死に損真鍮らっぱ　ほら吹きの意。
（長岡富曾亀）
最高のご馳走。
（六日町）（三条）（六日町）
ヨ木（
L山は北
’町
金）
（長岡）
（上越三郷）
一74一
　　ぢ　話）。
　　　（六日町）（城内地区古老の
自慢子慢、馬鹿の家
（上越三郷）
　一般にも言う。しや蛇に蝿　容易なこと。十凋の別れバエ
（村上）
（長岡）
　　こ
一75一
（長岡富曾亀）
（上越三郷）
人生は目から終る　う。
と同じ。
　いからいう。
（長岡富曾亀）
（分水）
　という。雀子に針
（南魚沼）
一76一
捨て子に産土神すね脛一本、まら一本　　きず　苑』には
（六日町）（六日町）
すみがかんじん　角が肝心の意か。
（六日町）（清里）
（長岡富曾亀）
77一
などとも。
（佐渡相川）（上越三郷）
世間はるより障子はれ
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）
せつない時の神頼み
と同じ。
　（柏崎）体をこわして
一78一
世話焼きこう焼き　ともいう。
（山北町）
　　　　　（清里）
　一〇8）。　田。
せんちん雪隠大工せんちん雪隠で尻ぬこわず千の倉より子は宝
（長岡富曾亀）（長岡富曾亀）
軒端の下でも下り休み
千三つ百ぬらり
（山北町）（荒川町）
千三つ万から　と同じ。
（柏崎）
一79一
　集九』注）。銭金は他人　なし」ともいう。善根七村鍋かけず
（柏崎）
葬式すんでの医者話葬礼場の犬の糞　一〇〇話』）。
一80
　俗』）。　健康第一。　大酒飲み。
一81
そんま
（長岡富曾亀）
　うこと。ぞうせ
とも。
　　（山古志）＊こびつき…鍋
（長岡富曾亀）
大食は短命大漁不漁は三年周期
（佐渡両津）
（寺泊）
　般にもいう。高い所へ箕もち高く止まったお寺の烏
　（柏崎）「高い所へ土持　（柏崎）に載せる。
宝、身につけよ
下
（佐渡相川）
一82一
　　アキャ　述べたもの。竹の花は凶作　　　あぜ　類。
一83
たてぜん縦膳は据えるな縦の物を横にもしない　横着者、無精者。
（山北町）
棚元で薬罐引きずる
（山古志）
（長岡富曾亀）（長岡富曾亀）
　うこと。たまごに目鼻
一般にも言う。
　る。鱈場のくつあんこ鱈場のだるま烏賊
（寺泊）（寺泊）
一84
俵に十俵さべる　よくしやべる意。
（三条）（六日町）
大黒の脛へ味噌大根盆前、ソバ盆後　種子の蒔き時。
　（佐渡相川）
大根蒔きは土用
　　（村上）二日目、三日目（『
ｺ上市史・民
俗編』下巻）。
　えること。だしの風は山の風
（寺泊）
一85一
段取り八分　ともいう。
（長岡富曾亀）
団子雑炊は強
（新津）
　　　　（上越三郷）
旦那さんと七助
（柏崎）
小さいナンバン辛い
に同じ。
　りが多くいた。
　たからいう。
（佐渡相川）
一86一
『富曾亀民俗誌
（長岡富曾亀）
ちんこの使い
（村上）
　かさ月量日量は雨
（佐渡相川）
月夜に大風なし
一87一
使っている鍬は光る　勤勉の象徴。
（山北町）
つし猫のようだ
中身が
（村上）
らない。
土に着いた金は堅い
（佐渡両津）
結婚後は
爪で拾って箕でこぼす
（山北町）
（佐渡相川）
☆
爪ほうきで貯めた金
（山北町）
つんぽ聾の早耳ていねい丁寧殺し
　　☆なぜか早く聞
（佐渡相川）
一88
丁寧無調法てき
と同じ。
（佐渡両津）
てっこうの早泣き　の意。
（柏崎）（分水）（六日町）
の類。
（六日町）
（長岡富曾亀）
手ぶり八貫　ある意。手間はありもん　未詳。
（六日町）
一89
てん
とも。
でどき
出針は縁起が悪い
後三年　　　（佐渡相川）
一90一
蔚
…献
は
か
い
て
年
　、
冬至の日から莚の目一
つずつ日が伸びる
　☆意味が無い。
ともいう。
（荒川町）（村上）
冬至十日前
　の話）。豆腐に鑓とうみ
に載せる。
（山北町）
（佐渡相川）
十Eの十寸
一91
年寄り子ども
（長岡富曾亀）
　典』もOα）。年寄りの昔話　ともいう。年寄りの昔語り年寄りの腕まくり栃堀男と荷頃女
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
（栃尾）
一92一
栃堀・荷頃は、という。
栃堀下駄の塩谷草鮭
（『
x曾亀民俗誌』
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
（山北町）
鳥目に八ツ目とんび
（荒川町）
（佐渡両津）（上越三郷）
一93一
毒にも薬にもならぬ
土台石の腐るまで土台石も三代目
（長岡富曾亀）
（柏崎）
どこの烏も黒いどこの山盛る
　（佐渡相川）（『
ｲ渡相川の
をさす。
土用七夕立は上作
（佐渡相川）
　　　（長岡）
土用次郎
一94
諺辞典』らOα）。
泣いて勝つは子どもの癖
（長岡富曾亀）
どんぐりがらの背比べ　う野草の茎。
＊
ど
ん
ぐ
り
か
？
イ
タ（ド村
リ上
と）
い
無いもんが食いたい　世の人の性癖。長坂は長い、水金短い
　　　（佐渡相川）　　　　　　　　　95
　メダカ。
長袖が三人いると村潰れ　などのこと。
神主、僧侶、
（柏崎）
医者、学者
（長岡富曾亀）
長虫と長袖に構うな　ながむし　＊長虫…蛇。
（六日町）
　辞典』60ひ）。
泣節にも流行がある泣く子に乳泣く子は親のあつかい泣く子は利口
（佐渡両津）
（長岡富曾亀）
（山北町）
云ふ意か」という。
仲人口はあてにならぬ仲人口は半分
（『
Q喩尽』）。
仲人と大持仲人の嘘八百　仲人口のこと。
☆
（六日町）
一96一
（佐渡相川）
茄子の遠肥え
（佐渡両津）
（山古志）
茄子畑っ子
（六日町）
銘が鎌
　　　す
菜、大根、半かまど夏海、秋山
一97一
夏鯖、猫も食わぬ
☆
夏寒きは洪水夏の鯛は犬さえ食わぬ
（佐渡両津）（佐渡両津）
（佐渡相川）
　喩尽』）。
一98一
「夏
☆
七月子は投げても育つ　（『諺苑』）。
（六日町）。
ななつき（長岡富曾亀）
（長岡富曾亀）
　編』下巻）の意。
　　　（村上）（『
ｺ上市史・民俗
　　（長岡富曾亀）
　日の雨」に同じ。七つ前の子どもは神様なぬか
　　（六日町）「七つ上りは明
に載せる。
（上越三郷）（佐渡相川）
七日病んで子を産め
（佐渡相川）
　　　　☆（熊代彦太郎著『僅
　もいう。怠け者の節句働き
（『
Q喩尽』）。
なやの百くら飯　くら…百度。
☆
一般に
　　　　　（村上）
　・資料集九』）。
な
熟れても鯛
（佐渡両津）
一99一
苗代時の婿泣かせ
（分水）
苗代半作
（上越三郷）
なんば
（長岡富曾亀）
二階から足下げる　九』注）という。
逃がした魚は大きい握り睾丸
（『
ｲ渡
（巻）
貸
相川の歴史・資料集
A六
日
町
）
100
憎い子ほど物与えよ
の類。
憎い嫁から可愛い孫
と同じ。
（山北町）（荒川町）
’’－P
憎／F
々／F
の
腹☆
か
ら
か
西は浄土の風西貧乏、東大尽西海女と早川男
（寺泊）（柏崎）（糸魚川）（柏崎）
（長岡富曾亀）
101
二人前は働けない
　　（柏崎）目薬を売ってい
（柏崎）
女房は膝元の仇
の類。
（柏崎）（六日町）
二の息つかれぬ　二の句がつげぬ、
と同じ。
二百十日のはしり穂　う。
（佐渡両津）
　　　（長岡富曾亀）一般にも言う。
　当たり前のこと。にんがつ
二月の石かやし
　集九』注）こと。
（『
ｲ渡
（長岡富曾亀）
相川の歴史・資料　留　　　　　　　　　ヨ
（柏崎）
（『
（佐渡新穂）
（南魚沼）
糠味噌の味が変わる
盗人に鍵を貸す盗人の戸締まり
（山北町）
（佐渡両津）
　諺辞典』60ひ）。猫がいがむ　なる。
103
猫
に
鰹碧
節ゼ
盗人の昼寝
猫にマタタビ泣く子に乳
　＊おじ…弟。猫の座がわり　猫の習性から、
おじにひや飯当り前
（『
Q喩尽』）。
☆
猫の鼻にニシン
（山北町）
（佐渡相川）
という。
に載せる。
（三条）
（佐渡相川）
（山北町）（山北町）
104
猫、馬鹿、坊主鼠穴に水注ぐようだ　う。
（山古志）
（佐渡相川）
　　　（村上）むなしい努力をい
寝て怪我した者はない　いう。
（『
ｲ渡
（佐渡相川）（佐渡両津）
寝てこそ金も儲けたれ
（柏崎）
（佐渡両津）
寝るが法楽寝る子は丈夫寝る子は肥る
（長岡富曾亀）　（荒川町）とも。
年始は盆まで農は人並み
ともいう。
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
鋸山の蓑雪は小雪残り物に福がある
（長岡富曾亀）
☆
（佐渡相川）
105
野中の一本杉　（『世話尽』）。
飲まん酒にゃ酔わん飲み気より食い気
長
岡
富
曾
亀
震
璽
雷
亀
往
渡
両
塗
106
呑気な父さん　流行歌の影響か。灰神楽、縁起がいい　こと。
（山北町）（分水）（荒川町）
はげ
　もいう。　飯の炊き方。
107
畑の水練　一般には
　　　☆（『
ｿ苑』）。
ハタハタ荒れ
　を戒めたもの。
裸、物落とさず
（長岡富曾亀）
（清里）
　尽』）。
八十八のよね餅　をついた。
708
ロ一夫氏談）。
八十八夜は風呂で持つ八年梅干し、三年味噌
（『
ｲ渡
（山古志）（山古志）
　諺。
（清里）
八専大荒れ
109
　乏のこと。
「橋の下」
　　　　（上越三郷）
（佐渡相川）
八専三郎
（六日町）
（上越三郷）
　喩尽』）。
（『
Q
鼻かんで年取るだけ　余生を送ること。話し上手の仕事下手話し上手の聞き上手話のお代わりはない
（『
]喩尽』）。
（佐渡相川）
（長岡）（長岡）（荒川町）
110
　わない意。話は尻へ来て終わる話半分腹八分話半分話半分、見て三つ一
A長
岡
富
曾
亀
）
器
尻？
咄☆
し
が
出
　していたという。早好きの早飽き　　つ
711
　言った。はやめし　苑』）。流行り物はすたり物腹立てるより倉建て腹八分目、医者要らず腹も身のうち
の意。
（佐渡相川）
☆
　縁起をかつぐ諺。
（上越三郷）
春のながせは仏の風春の日と親類の金持ち
（寺泊）
112
でくれない。
「春の日は暮
（柏崎）（分水）（瀬波）
ること。
夏
春やあ、秋西　吹くこと。
（『
ｲ渡相川の歴史・資
（佐渡相川）
半夏生に植えものするな
（佐渡相川）
713
半夏生には田に入らず　十日町地方の諺。　…十日町地方。馬鹿な子ほど可愛い
馬鹿の三杯汁
114
馬鹿の馬鹿喰い
（『
ともいう。
（山古志）
（長岡富曾亀）（長岡富曾亀）
馬鹿の馬鹿笑い馬鹿、馬喰、　悪者たち。
ばくち博打うち
馬鹿も休み休み言い　＊言い…言え。ばば婆育ちは三文安い　である。
（長岡富曾亀）
（山古志）
婆育て子の三文足らずバラは嫁に取らせ　夫氏談）。
（植物）
（荒川町）
　尽』）。
115
（長岡富曾亀）
（長岡富曾亀）
（上越三郷）
　辞典』60α）
東虹は晴れ、西虹は雨東夕立、雨持たず
と同じ。
（上越三郷）
彼岸すぎても七荒れ
（上越三郷）
彼岸太郎
（村上）
116
ひざ左孕みは男の子
（長岡富曾亀）
日照り麻日照りかぼちゃ日照りに困窮なし日照りに不作なし
日照り綿人言われが人を言い
（佐渡相川）
載せる。
（長岡富曾亀）
　もの。
117
　　カね
尽』）。もいう。
一つ鍋の鯨汁
　（長岡富曾亀）　（長岡富曾亀）
　日町）ともいう。
118
（佐渡相川）
　のことだろう。　厚かましいこと。人の財布で費銭
に同じ。
（佐渡相川）
（三条）（村上）
（佐渡相川）（佐渡両津）
人の飯は身の薬人のもので辞儀する
（長岡富曾亀）
119
人は衣裳　馬子にも衣装、
と同じ。
（長岡富曾亀）
人は病の器
一般にいう。
（柏崎）
（佐渡相川）
九』注）。
ひとら
　一一人もんに長者なし
（六日町）
☆
（上越三郷）
720
＊陽…太陽。
百姓は山と生きる　南魚沼地方の諺。　化』に載せる。
俗信。
（長岡富曾亀）
百年目の大年
百姓の秋大名百姓は義理かき、　　かき　百姓の辛さ。
事かき、恥をかき、
（長岡富曾亀）
　　　（佐渡両津）
　☆（『
ﾑ吹草』）。
広瀬男と栃尾女
（佐渡相川）
　（栃尾）それぞれ美男
121
（栃尾）
（長岡）
貧僧の重ね斎
（上越三郷）
　　　☆（『
Q喩尽』）。
貧乏寺の重ね斎　尽』）。貧乏寺の香つき杵
（六日町）
122
がないこと。
と
（山北町）（長岡）
貧乏人の子沢山貧乏に親類なし貧乏の八重漬け貧乏の張り肘
（新津）
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
貧乏の子だくさん　とある。
（佐渡相川）
夫婦喧嘩と春の雪
　☆
『越後南魚
（4刈）
（荒川町）
蛙、蛇、蛤蝋　三すくみ。
キガエル。
福は寝て待て
（佐渡相川）（佐渡相川）
（山古志）
123
　　（柏崎）価値あるものも
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
藤倉男に中尾女　う。布施ない経は読まない
一般にもいう。
布施ほど経は読まぬ　をしない意。船七、馬⊥ハ
ともいう。
（佐渡相川）
（山北町）
降りエ、照りゴマ不慮に備えて常に明朗
と同じ。
晴天が
（上越三郷）
ふかぐつ
古家の造作
☆
124
にも載せる。
注）という。
『諺苑』
（山古志）
ぶっかけ飯は食うな
＊ぶす…悪口。
（佐渡相川）
☆
ぶ
　　　　　　☆
　意。ぶつかつ　甲乙のないこと。
（長岡富曾亀）
　邊清香氏調査）兵助牛のよう　大食漢をいう。
（佐渡相川）
ノ25一
ぶっこめ乞食
　　　　（村上）
（六日町）
　　＊番匠…大工。
へっついより女房
屍と火事はもとから
（新津）
へのこ天気
の意がある。
（へえのこ）」
返事重かれ、尻軽かれ
の意。
　（六日町）という（川合
　（六日町）（へえのこ）」　　　　　　26
（佐渡相川）（佐渡相川）
　う皮肉。
べいた薪で身上が分かるべた凪は大時化の前触れべったり膏薬　「金魚のフン」　香氏調査）
と同じ。
便所の臭気が強いと雨
（上越三郷）
ほいどの米拾い
また、
（村上）
　　　　（佐渡相川）
（瀬波）
　＊ほいと…乞食。
（三条）
　　けつ蛍の尻に提灯　余計なこと。
ほつけ
法華の糞かたまり
（六日町）
（佐渡両津）
127
　ことをいう。
ほ
本貸す馬鹿に、　＊なす…返す。
なす馬鹿
なお、
（佐渡相川）昔の傘は竹
（長岡富曾亀）
（六日町）（荒川町）
（佐渡相川）
（山北町）
ぼっこれ神楽盆が過ぎての蓮の花盆参一日夕顔汁　「盆詣りは、
（佐渡両津）
（柏崎）
（長岡富曾亀）
（長岡）（長岡）
盆の雨は虫になる
（佐渡相川）
128
盆ぽいとの腹のようだ　こと。
ます　すなわち十升。　　たな　と同じ意か。町場の雪隠裏と、　ら猫の意か。
729
（佐渡両津）
祭りだ盆だ
（柏崎）
露隷癬
右孕みは女の子
（長岡富曾亀）
130
水喧嘩は降るまで
た。
水は半身上　　　な　である意。
　健脚をいう。
と同じ。
身でも皮でもねえ身と仏は見れば尊い港祭りであとが無い
（夷港）の港祭り。
（六日町）
　　☆は自分自身の
（佐渡両津）（上越三郷）
（村上）
蓑笠てんで持ち　＊てんで…各自。見目よりも髪しだら
（六日町）
131
　下駄の鼻緒。
昔の歌は流行らん　じ類か。
の意。佐渡の、
宮本武蔵で二刀流見るもん乞食
（長岡富曾亀）
昔の南京焼で固い
（佐渡相川）
ムカデのしたく
麦飯にとろろ汁
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）
132
典』）。
むく犬の尻
（『
（『
☆
「無串子ハ
むじな
狢の心経、馬の耳に風
（六日町）
（佐渡相川）
　る。婿取り子は三文安い
（長岡富曾亀）
　意ともいう。　屋。
　　（長岡）＊ニヤ…作業部
　　　　☆
（上越三郷）
（長岡）
133
　（『讐喩尽』）。
（長岡）
う。
名月稼ぎ
と同じ。
名馬にも難がある
（山古志）
名物にうまいもの無し
娘一人に婿七人
（長岡富曾亀）
　喩尽』）。
めくらの垣のぞき
　　　　☆（『
Q喩尽』）。
☆
134
めし　と。
（六日町）
　　　　（佐渡両津）
めっこ目ぱたき
と同じ。
目の正月　昔の美女の条件。
（三条）
（佐渡相川）
　☆「耳の正月せ
（長岡富曾亀）
　尽』）。　…もぐら。
　（六日町）
もしかあんにゃ
　もの。
135
　意に使う。餅の中から屋根石
　（『諺苑』）。餅腹三日
（長岡富曾亀）
持ったが因果
（『
Q喩尽』）。
☆
（佐渡相川）（佐渡両津）
藻の裏に船をつなぐ股引もんぱで中あっぱ
（寺泊）（長岡）
（佐渡相川）
（六日町）
136
（長岡富曾亀）
焼き餅は焼きかげん　＊焼き餅…嫉妬。
（佐渡相川）
ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
方
が
い
り
芝
　oA山北
町
）
（佐渡相川）
　　び　祭日。　　びもん日には餅もん焼いた鮒逃がした　せる。
焼いた鮒は、
　　　　　　（巻）
焼け跡に倉が建つ焼け臼に焦げ杵　割れ鍋に綴じ蓋、火傷はつるをひく焼けぶとり
と同じ。
痩せの腹っぺらし　不可能なこと。矢田下戸八合
（佐渡相川）
（柏崎）
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
（柏崎）
137
未詳。　矢田は、に載せる。
柏崎の地名。
矢田の焼き餅
（柏崎）
藪医者紙に迷う藪に黄金
（『
Q喩尽』）。
（佐渡相川）
（長岡富曾亀）
破れ間から手が出る
毬
渡
相
担
径
渡
両
連
138
（三条）
（佐渡相川）
やませ
やませの後はくだり風
（上越三郷）（上越三郷）
　　（佐渡相川）
＊やませ…山を
辰出し…」と風
　りない人。
病み上手の死に下手病み上手の死に上手
また死者をいう。
（長岡）
（長岡富曾亀）
139
夕焼けには鎌をとげ
ともいう。
（上越三郷）
雪おろし雷
雪はネハンまで　ならないこと。　美味しくなる意。
140
　冷血漢をいう。
（佐渡両津）（佐渡両津）
（山北町）
用心に怪我なし
ともいう。
（佐渡両津）
（六日町）（山北町）
　もいう。
　も載せる。余寒の壁通し余寒別れの大吹雪
（佐渡両津）41
（長岡富曾亀）
　載せる。よだれを出す子丈夫
（上越三郷）
　という。
米山の鯉型に野立ち
よ
ノ42
　味でも使う。
便所が
（長岡富曾亀）
（佐渡相川）
嫁は姑の使いがら嫁は台所の隅からとれ嫁は目下からもらえ
（村上）
（佐渡相川）（佐渡相川）
　る。
（山北町）
143
嫁は姑に似る
朝の蜘蛛は殺すな夜の者に離れるな
辣韮の皮剥き、
（佐渡相川）
呼んで来ない者は上客　い、という意。落城のあとのようだ
（佐渡相川）
（佐渡相川）
利口は馬鹿の使いもん利に利がつく流儀違いの鍵違い
と同じ。
　（長岡富曾亀）
（佐渡両津）
144
両足の下りたよう
に載せる。
（柏崎）
　注）。漁師のいっとき喰い漁師の先走り
（佐渡相川）
恪気の撤損
　（佐渡両津）（渡邊清香氏調
（佐渡両津）
　未詳。
145
猟する猫は音を出さず
（佐渡相川）
（柏崎）
老人の早寝老人は心の通う知恵袋
（長岡富曾亀）
（上越三郷）
標語的で新しい諺。
⊥ハ十一の木の股年　の話）。六蔵もん　ならずもの、
　　　（柏崎）と同じ。
若衆の長着物　若者の怠け者。　＊出る…離婚。我が子には目がない我が子ほめる阿呆
☆
（新津）
（佐渡相川）
☆
（寺泊）（六日町）
割にも子にも合わん
意。
146
椀の縁が変わる
147

149

索引項目秋飽き朝寝足小豆当たり前兄甘酒雨蟻粟家石医者一升一生犬犬の糞
女親親お鬼男お馬嘘牛兎魚飲因入芋命稲　馬子ば　　じ　　　　　食果り　鹿　　　　　　　　　　　　日
蛙顔柿笠火事風風邪金カボチャ鎌竃神雷烏皮寒勘定
肥膏荒喧怪鍬倉靴口糞薬草睾栗牛着杵狐え薬天嘩我　　　 丸馬物
塩死三三山猿作財菜根子米胡子こ警乞後　　度代菜　柄布　性守　麻どた女食家　　　　　　　　　　り　　もつ
銭雪節脛杉雑身尻小上正出姑霜舌地仕辞　隠句　　炊上　便手月産　　　蔵事儀
151
善光寺葬式蕎麦損得田大工大根大師講田植え竹（筍）伊達種俵団子男女知恵茶長者提灯月夜
盗人女二荷縄鍋茄梨菜泥年年道豆冬天亭手爪人形房代　　　子　　棒寄夜楽腐至気主　　　　　　　　　　　り
晴春針孕腹浜婆話鼻花初働畑恥箸化馬寝鼠猫
　　　　　　　　　　　　　　物
穂弁蛇下屍揮風船福貧評百百紐日膝光日火晩　慶　手　　呂　　乏定姓　　照　　　　　　　　　　　　　　り
婿麦昔昔見み耳味水万豆祭松孫盆仏ぼ法坊方　　話るみ噌　　　　た楽主言　　　　ず　　 　　 　　餅
飯虫餅もつこ物言い宿病夕立雪夢幼児欲嫁嫁姑嫁に食わす　な利口漁師礼草鮭
一152一
秋
男心と秋の空困窮年の秋上げ田植え女に秋男夏海、秋山　掛けよ春風秋米春の雨は沖から、
秋の作りは布を
春は海、秋は山春南秋北春やあ、秋西百姓の秋大名秋なかの鎌
飽き
あぐね餅掲いた早好きの早飽き
朝寝
よ
夜びかりの朝寝坊
足
足元から鳥が立つあとあし後足が先に立つ後ろ足で砂を蹴る片足棺桶三足七鍬
小豆
小豆は嫌う友の露小豆は土用半作
当たり前
　飯当り前　兄もしかあんにゃ　甘酒甘酒こぼした　雨雨晴らし夕顔汁雨降り日かげ作
おじにひや
索引
一153一
　かさ月量日量は雨なんぱ
東夕立、雨持たず　蟻蟻このだい持ち　粟粟粒五合粟一粒は汗一粒　家
家の跡取りは
　にでいご　二代子を見よ家柄より芋幹家柄より鍬柄
いつかうち
　米びつの舌出し古家の造作　石あじば鯵場の石石の印判土台石をはねる土台石の腐るまで土台石も三代目にんがつ二月の石かやし
索引
一154
　を見る餅の中から屋根石　医者
一に名医、二に薬
医者が枯れた　一升
一升飯炊くな
草一荷、米一升木挽きの一升飯　一生
　犬犬が川端走る犬に縄張り犬の逃げ吠え　かわいがれむく犬の尻　犬の糞
犬の糞で敵とる犬の糞の化け物葬礼場の犬の糞　稲　命
　となる大食は短命
　芋家柄より芋幹
索引
155
　入り日　二代子を見よ　因果死んだもんの因果持ったが因果
家の跡取りは
　飲食秋菜嫁に食わすな甘酸て食わんねい居候の大食い
いつさい越後の食い倒れ落ち着き三杯駆けつけ三杯かみ食わず貧楽下戸の肴荒らし在郷の大飯食い酒も噛んで飲め
ぞうせ底無し上戸大食は短命　食わんもん飲み気より食い気
索引
ノ56
飲め、食い山王　魚上野市、魚買い魚、蛸三年海腹川背腐っても鯛の骨
困窮年の雑魚
な
熟れても鯛ハタハタ荒れ
彼岸ジイラ　の雑魚　兎てん　てば兎　牛牛の小便十八町
　　けつ兵助牛のよう　嘘嘘つき世渡り上手嘘の七不思議嘘の三八　　こわ仲人の嘘八百　馬
索引
157
馬の背に茜蕩馬の糞の川流れ死ぎ馬に鍼走り馬に鞭
百両の馬にも難船七、馬六かか娯と馬が全身上娯と馬は半身上そんま馬好きには馬の話
　おじ　当り前
おじにひや飯
　男男心と秋の空男の子はつき持つ男立派で尻あっぱ小男の大まら
　鬼鬼のそら涙鬼のおらぬ地獄親に似ぬ子は鬼子小姑一人鬼千匹小姑は鬼八疋　おば　親子縁は櫨綱、子は碇親に似ぬ子は鬼子
索引
一158一
親の物は子の物親ばか子畜生親見て子貰え親守り子機嫌死んだ子は利口
一人っ子関白の位
　親馬鹿我が子ほめる阿呆　女美しいも皮一重女は着物髪型
別れかね
　　こわ右孕みは女の子　たか女に白歯見せるな　蛙蛙子の尾の抜ける時蛙、蛇、蛤喩　顔
索引
159
おこじ　娯　なる婦半身上すいか宿、味噌、木損、宿、味噌、木損、朝雨とノテツ婦婦と馬が全身上嬉と馬は半身上
嬉手間損婚使われ損
　柿
串柿の抜き食い　笠朝雨に笠いらず朝雨笠を脱げ鋸山の笠雪は大雪蓑笠てんで持ち
火事　　　　　　　鮒
　人に取らせるな焼けぶとり火事に唾めし　風秋の浦西質置き空あきんど　くだ
」60
春風満作だしの風は山の風月夜に大風なしとうみとんび西は浄土の風八十八夜の晩の風春風秋米やませ
　風邪　四つ風邪ひき　金　ものは借金　貯める大金より小金取れおおふ万金丹
金と相談金銭に親子無し金銭は浮き物こがね三十後家は金貰いしらみ息災が金儲け藪に黄金
すね
　カボチャ　　　ぽん　ても千もなる
種蒔い
　わんもん　でない　鎌秋の夕焼、鎌をとげ錠が鎌秋なかの鎌
竃奮
かまどをつぶす
身上も竈も立たん　神挨拶は時の氏神神先仏後捨て子に産土神　雷秋の雷雷の多いは上作
光るほど鳴らん雪おろし雷　からす　烏いつも鳴く烏烏のもの忘れ烏の糞かき鱈場のだるま烏賊　皮美しいも皮一重
索引
162
　ぬ馬鹿　かん　寒　姑の目寒四郎
　勘定　狐　杵昔とった杵つか焼け臼に焦げ杵貧乏寺の香つき杵　着物女は着物髪型借り着より洗濯絹着るか菰着るか着れば着寒い着れば着風
貧すれば絹着る若衆の長着物　牛馬　栗　栗のいが　睾丸蚤の金玉握り睾丸
索引
163
　草　る草だ　薬痛い目も薬だ一に看病二に薬一に名医、二に薬人の飯は身の薬　糞烏の糞かき雪の上の糞
　たか　口言い訳は口こたえかまど口身上口は重宝
口貧乏
め　ぼそ　靴　倉千の倉より子は宝焼け跡に倉が建つ　鍬家柄より鍬柄
索引
一164一
三足七鍬　怪我用心に怪我なし　喧嘩あとけんか夫婦喧嘩と春の雪水喧嘩は降るまで
荒天
ハタハタ荒れ八専大荒れ　膏薬べったり膏薬　肥え茄子の遠肥え　後家後家三代貧乏新潟は八百八後家
後家の高なし三十後家は金貰い
二十後家は立たぬ
　乞食乞食の餅焼き乞食に朱椀七月照りの七乞食見るもん乞食ぶっこめ乞食ほいどの米拾い
索引
165
　薯女啓女の荷造り菩女の百人米啓女の初子　こたつ　子ども　にでいご　二代子を見よいっか浮気者に子なし
　はいない
三人、子長者四十二の二つ子
捨て子に産土神千の倉より子は宝泣く子は利口寝る子は肥る寝る子は丈夫ばば婆育ちは三文安い
貧乏人の子沢山貧乏の子だくさん
ぶ
負った子三年
ぶ
茄子畑つ子　胡麻降り工、照りゴマ　米秋あげ半作秋あげ米高し一夜三合独活に種米草一荷、米一升
索引
166
啓女の百人米　米びつの舌出し作土一寸、米一石春風秋米ほいどの米拾い　子守り　根性　の雑魚
菜
　財布人の財布で賓銭　作柄秋あげ半作小豆は土用半作雨降り日かげ作大苗に豊作なし大雪は豊作の前兆大雪に不作なし雷の多いは上作七夕立あれば上作春風満作竹の花は凶作土用七夕立は上作
苗代半作半夏生半作
一つ雷は作のよい兆
水見半作　猿金北山の種蒔き猿
秋上げ半作
　山菜秋蕗嫁に食わすな　やれ　三代後家三代貧乏土台石も三代目
味三代
索引
167
婿取り三代身上　三度二度事三度　死　貯める死ぎ馬に鍼死なば三月死ぬ死ぬの長生き死ぬ者目から
死んだ子は利口死んだもんの因果死んだちゃ臭い死んだんの死に損　塩海の物は塩で殺せ塩引余計食った
　辞儀　仕事
一工面、二稼ぎ
仕事するより工面段取り八分話し上手の仕事下手　地蔵
索引
ノ68一
天王小豆に地蔵ソバ　舌　の舌出し舌はわざわいの門　霜霜月の糊つけ日和八十八夜の別れ霜　姑　でも姑の目小姑一人鬼千匹　と栗のいが小姑は鬼八疋
　出産お産は女の大役　正月いつも正月正得盆損目の正月　上手嘘つき世渡り上手語り下手の聞き上手
　小便牛の小便十八町越後のつれ小便　ショウカチ小便蚤の小便、蚊の涙　尻　　けつ大川で尻洗う男立派で尻あっぱ軽い返事に重い尻
索引 169
せんちん雪隠で尻ぬこわず
　　けつ蛍の尻に提灯むく犬の尻　身上嬉半身上口身上身上も竈も立たんべいた水は半身上
婿取り三代身上娯と馬は半身上　雑炊ぞうせ　娘にくれろ　杉　脛大黒の脛へ味噌
　ならないすね脛一本、まら一本　節句怠け者の節句働き　れるよう　雪隠雪隠大工雪隠で尻ぬこわず
索引
一170一
　銭一文銭は鳴らぬ餌の銭かぶりけんか人の財布で費銭　善光寺　葬式
四葬礼、五雪隠
　ショウカチ小便
い
い
衆k
の
葬
礼
と
葬礼場のすかんぼ葬礼場の犬の糞　蕎麦　損得けんか正得盆損損して得とれ損は身代わり得仲間の損外れ
名とるより得取れ死んだんの死に損恪気の撤損　田青田ほめる馬鹿あぜ　人に取らせるな碁打つより田打て三反田の人あと
索引
一171一
ホウロク田地田を歩んでも、
岡を歩んでも
　大工せんちん雪隠大工　大根三年味噌に四年大根大根蒔きは土用　大師講大師講の跡隠し雪　田植え田植え女に秋男
　竹（筍）木もと、竹うら竹の花は凶作八専竹は切るな
伊達
　種　ても千もなるう　ど独活に種米金北山の種蒔き猿
種蒔い
　俵俵に十俵さべる　団子　男女田植え女に秋男上路男と市振女新山男と森上女
索引
一172一
浦瀬女に桂男小俣男の塔ノ下女折戸男の興野女三条男の加茂女下田男と栃尾女綱木女の赤谷男栃堀男と荷頃女西海女と早川男広瀬男と栃尾女藤倉男に中尾女朴ノ木男と戸沢女
宮中女と堀之内男村松男と次第浜女
四ツ郷男の興野女五十沢女に城内男越後女に上州男
ほ　知恵　茶
朝茶は二服朝茶四服
一杯茶は出すな
空茶は出すな　長者三人、子長者
まくわの皮は
　提灯暮れぬ前の提灯はげ
　　けつ蛍の尻に提灯　月夜月夜に大風なし　爪　手梅漬けは手を選ぶ大勢に手なしお客三杯手八杯おこわはお手の甲
索引
173
そそう手早手ぶり八貫　亭主
　天気秋の浦西質置き空朝雨せんだく朝虹、川越すな朝焼けは時化る　二代子を見よ霜月の糊つけ日和十月の小春十月の五、六月
ハタハタ荒れ
彼岸すぎても七荒れ
へのこ天気　冬至冬至十日前　豆腐あかめし赤飯に豆腐汁白飯に豆腐汁豆腐に鑓
道楽
索引
一174一
　年夜　年寄り年寄りの昔話年寄り子ども老人の早寝　泥棒　な　菜秋菜嫁に食わすな
　梨　用には立たぬあとは梨の木　茄子秋茄子は雁の味庄屋の跡は茄子畑　んもん茄子の遠肥え
つの無駄もない
　ぬ馬鹿茄子畑っ子　鍋からなべ善根七村鍋かけず　縄犬に縄張り親の首に縄かける朝ふじ、夜縄　荷
こと　二代　にでいご　二代子を見よ　女房うち主婦は家庭の太陽へつついより女房女房は膝元の仇　人形
　盗人盗人に小づけ盗人忙鍵を貸す盗人のこわぐち盗人の昼寝　猫内弁慶のぞと猫　　こわ夏鯖、猫も食わぬ
　飯当り前猫に鰹節
おじにひや
猫の鼻にニシン猫、馬鹿、坊主ねずみ　なる猫がいがむ猫の座がわり借りてきた猫つし猫のようだ　鼠頭の黒い鼠
索引
126
　寝る　の目は寝れん盗人の昼寝寝るが法楽寝る子は肥る寝る子は丈夫福は寝て待て
老人の早寝　馬鹿青田ほめる馬鹿あかり
馬鹿の馬鹿喰い馬鹿の三杯汁馬鹿の長糸　馬鹿もん馬鹿の馬鹿気馬鹿の馬鹿笑い猫、馬鹿、坊主　むかぬ馬鹿
索引
177
　化け物犬の糞の化け物　箸　恥赤恥かく四十八の恥かき子恥かき道具
やっ
　畑庄屋の跡は茄子畑
畑の水練茄子畑っ子　働き起きて働く果報者怠け者の節句働き二人前は働けない　初物終わり初物　花
三月の花鱈
　春日のあんばい竹の花は凶作花の下より鼻の下人の手花は美しい盆が過ぎての蓮の花　ぼろ下げる　鼻木で鼻かんだようだ猫の鼻にニシン鼻汁出す子は肥る花の下より鼻の下
一178一
たまごに目鼻　話話は庚申の晩話半分腹八分話半分馬好きには馬の話　ばば　婆　と栗のいが
婆育ちは三文安い　浜浜が遠い　腹海腹川背里腹七日持つ
話半分腹八分腹も身のうち仏法も腹念仏水腹もいっとき餅腹三日痩せの腹っぺらし親腹七日　孕む左孕みは男の子右孕みは女の子　針雀子に針
索引
一179一
　春春風満作春風秋米春は海、秋は山春南秋北春やあ、秋西夫婦喧嘩と春の雪
晴れ
雨晴らし夕顔汁越後の昼晴れ　晩八十八夜の晩の風話は庚申の晩　火
火が尉になる　でない　日　ちない雨降り日かげ作
索引
180
霜月の糊つけ日和　かさ月量日量は雨夜道に日は暮れぬ　光はげ
光るほど鳴らん　膝女房は膝元の仇ひざ　日照り日照り綿日照り麻
　紐　百警女の百人米百年目の大年百両の馬にも難なやの百くら飯　百姓
索引 181
千刈り百姓四五間百姓の去年作百姓の秋大名　　たな　評定鍛冶町衆の長評定
やっ
　貧乏　ちない親おごれば子貧乏器用貧乏、村の宝口貧乏後家三代貧乏西貧乏、東大尽八細工の七貧乏貧すれば絹着る
貧乏人の子沢山貧乏寺の重ね斎貧乏の八重漬け貧乏の張り肘貧乏に親類なし貧乏の子だくさん貧乏寺の香つき杵　福福は寝て待て　船縁起船乗り酒屋者
なぬか船七、馬六藻の裏に船をつなぐ　風呂　揮宵にかいた揮　屍
索引
182
　下手下手の長糸　蛇蛙、蛇、蛤喩蛇に蝿　弁慶
内弁慶のぞと猫　穂出穂水かけよ二百十日の走り穂　方言　蓬平のアキャ
虫亀のネラ、
　坊主貧僧の重ね斎
猫、馬鹿、坊主
馬鹿、坊主
　法楽寝るが法楽　ぼた餅なんば　仏あと見ず観音神先仏後春のながせは仏の風仏法も腹念仏
索引
183
　盆因果の提灯、死なば盆前、正得盆損大根盆前、
盆でも下がらん飲まば飯前
　　　　　ソバ盆後年始は盆まで盆参一日夕顔汁祭りだ盆だ　孫　がれ
犬の子かわい
　松志は松の葉に包め　祭祭りだ盆だ　豆郭公豆まけ豆息災煮た豆でない
万
おおふ万金丹千三つ万から　水大水に飲み水なし　となるかかからなべざる旅で水汲む三寸流れは大川だ出穂水かけよ流れ川、三寸流れ水、三寸夏寒きは洪水
索引
一184一
畑の水練古川、水絶えず水喧嘩は降るまで水は半身上水腹もいっとき水見半作三人水は残すな　味噌大黒の脛へ味噌　つぶし
　耳きんかの空耳つんぼ聾の早耳　みみず　見る　二代子を見よあと見ず観音跡見ずそはか
親見て子貰え女に白歯見せるなとんび
索引
185
水見半作　　　な見るもん乞食見れば目の毒　を見る
憎いながらも後
　昔昔とった杵つか　を見る
憎いながらも後
　昔話年寄りの昔話　麦　　だお麦飯にとろろ汁　婿　　どき苗代時の婿泣かせ婿取り三代身上
娘一人に婿七人　がならない　虫黙り虫壁を破る盆の雨は虫になる　飯赤飯に豆腐汁有る時の米の飯イカ場夕飯一升飯炊くな木挽きの一升飯
索引
186
在郷の大飯食い白飯に豆腐汁　ひや飯当り前早飯も芸の内人の飯は身の薬麦飯にとろろ汁飯粒で鯛釣るめしなやの百くら飯隣のかさ飯
餅
あぐね餅掲いたかた餅にきなこ九日餅は掲くな乞食の餅焼き八十八のよね餅餅の中から屋根石餅の中の籾餅腹三日　　び矢田の焼き餅
　もつこかたもっこかたもっこ担ぐ　物言い　　かど　で角がたつ　宿
索引
187
　病一に看病二に薬一病長寿人は病の器　夕立七夕立あれば上作土用七夕立は上作東夕立、雨持たず　雪大雪は豊作の前兆
大雪に不作なし師走の八日吹雪大師講の跡隠し雪鋸山の笠雪は大雪鋸山の蓑雪は小雪彼岸の海苔雪夫婦喧嘩と春の雪雪おろし雷雪の上の糞雪の根も浬葉まで雪はネハンまで
余寒別れの大吹雪　夢　幼児赤子は七面鳥赤子泣き泣き育つ泣く子に乳ななつき　欲欲で目を失う　嫁
索引
188
秋山へ嫁やるな朝照り、嫁泣かせ　ちない　となる　をやれバラは嫁に取らせ
　娘にくれろ　る草だ　嫁姑嫁は姑に似る　嫁に食わすな秋菜嫁に食わすな秋蕗嫁に食わすな
ぞうせ　利口死んだ子は利口泣く子は利口　馬鹿もん　漁師イカ場夕飯　の雑魚漁師の先走り
索引
　礼近い仲にも礼儀　草鮭仲人は草鮭八足
索引
190
解説
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